
大倉から塔の岳までの道は溶けた雪でかなり深いぬかるみ

大倉から塔ノ岳：丹沢直樹大倉尾根倍返し
平成26年3月21日

　道は深いぬかるみでも我々の青春アイドルは榊原ルミ（65歳）

人生につまづいたからには、山歩きで、つまづいてはならないメンバーが大倉に集合



レインジャケット、リュックカバーをつけて、出発　非日常スタイルになればニコニコ

標高1000ｍ付近では先ほどまでの雪、見晴しが開けてきた

　　　　丹沢の整備された木道、ポツリポツリの雨が次第に雪に



能登錦米は冷たくても美味い 　　ＣｏＣｏ壱番屋（息子さんの会社）カレーは美味い

ウ・タントお食べ事務総長より、本日のランチはＣｏＣｏ壱番屋と能登錦米のコラボ

木道登れば、塔ノ岳山頂まであと一息



青空も見え隠れして、視界が開け見通しがよくなりました

コースタイム通りにドヤ顔（自慢はこれだけ）

塔ノ岳山頂からのパノラマ展望



頭の中はお酒お酒、お酒にどうぞ 標識も『いろは食堂』はこっち、あっち

いろは食堂：秦野市柳町1-17-3　電話0463-88-1826

尊仏山荘を後に、人生同様７ｋｍ榊原ルミ下りに下る

ここ『いろは食堂』は山岳協会の私的本部、名物女将は『大井町紅トン店長』以上の女親分


